




	日程
	時 間
	テーマ・講 師（敬称略）

	２月
８日
（土）
	12:50-13:00
	研修の狙いと事務連絡

	
	13:00-13:50
	事例Ａの提示　（田中先生）

	
	14:00-14:50
	事例Ｂの提示　（青木先生）

	
	15:00-15:50
	事例Ｃの提示　（村瀬先生）

	
	（グループ別）
	グループⅠ
	グループⅡ
	グループⅢ

	
	16:00-17:30
	事例研究Ａ（田中）
	事例研究Ｃ（村瀬）
	事例研究Ｂ（青木）

	
	17:30-18:30
	夕　　食　（受講生全員の食事をご用意しております）

	
	18:30-20:00
	事例研究Ｂ（青木）
	事例研究Ａ（田中）
	事例研究Ｃ（村瀬）

	
	20:00-21:30
	事例研究Ｃ（村瀬）
	事例研究Ｂ（青木）
	事例研究Ａ（田中）

	
	＊事例研究後、講師・受講生同士の懇親の場を設けます。短時間ですが、実りある時間をお過ごし下さい。

	２月
９日
（日）
	8:30-10:00
	各グループによる討論結果と今後の課題と展望についての発表

	
	10:00-11:50
	質疑と要点のまとめ

	
	11:50-12:00
	事務連絡、閉会


臨床実践に理論や技法をどう活用するか


－「生活」を視野においた心理臨床－





明治安田こころの健康財団 　こころの臨床・専門講座7　 宿泊ワークショップ





講座№13107


　





期　　日：2014年  2月  8日（土）・9日（日）


受講対象：精神保健の領域で、治療・教育・相談・指導等に携わっている方、児童福祉施設の職員、


教育者、大学院生


受講条件：講師・参加者に現在の所属・職種・氏名・住所（都道府県）の開示を了承すること


申込書の必須記載事項に記入すること、守秘義務を守ること


宿泊手続きに必要な氏名・連絡先を大橋会館に提供することを了承すること


定　　員：45名（定員になり次第締切りますので、ホームページ等でご確認下さい）


受 講 料：35,000円【受講料、シングルルーム宿泊代、夕・朝食代を含む、税込み】


初日終了時間が遅くなりますので、全員宿泊を前提にしています。


会　　場：大橋会館（東京都目黒区、池尻大橋駅から徒歩3分） 


※宿泊手続きは当財団で行います。申込書に必要事項を記入してお申込みください。


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL：03-3986-7021





※ 臨床心理士の資格更新ポイントの申請を行う予定です。該当する方は裏面申込書資格有無欄に○印をご記入ださい。





【出講講師】（敬称略）　


 北翔大学大学院教授・大正大学大学院客員教授　　村瀬 嘉代子


川崎医科大学精神科学教室教授　　　　　　　　　青木　省三


こころとそだちのクリニックむすびめ院長　　　　田中　康雄








　近年、臨床実践において、エビデンス、アカウンタビリティ（説明責任）がしきりに求められるようになった。一方、何れの心理臨床領域においても、問題は複雑で難しいものが増え、生物・心理・社会モデルに基づき多面的に全体状況をアセスメントし、支援にさいしては、状況の推移に応じて、多職種によるチームワーク、さまざまな機関との連携、コラボレーションが必須となっている。


　心理的支援の理論や技法は極めて多岐に分化しており、現状ではそれぞれにその特質が強調され、その適用の仕方については迷うことも少なくない。本来は的確な総合アセスメントに基づき、クライエントのニーズをもとに考えられるべき方法論の選択が、はじめに方法論ありきという状況も散見され、その選択には疑問がある場合もなきにしもあらずである。


この合宿研修では、三人の講師が臨床実践の中で、理論や技法をどのように適用してきたか、現在、どのように考えているか、今後の臨床実践において、この課題をどのように考えていくことが大切なのかについて、各自の事例や臨床経験を元に述べる。それを元に、講師を交えてのグループ討議を行い、理論や技法の適用に際しての留意点、展望を明らかにしたい。　　　　　　　　【企画：北翔大学大学院教授　村瀬　嘉代子】





＊時間は目安です。充実した議論を行うため柔軟に時間割を変更します。ただし、９日終了時刻は厳守します。











